
実  践  目  標

保 6 26% 13 57% 4 17% 0 0%

教 7 21% 20 61% 5 15% 1 3%

生 32 31% 53 52% 8 8% 9 9%

保 6 26% 12 52% 5 22% 0 0%

教 7 21% 14 42% 11 33% 1 3%

生 31 30% 53 52% 11 11% 7 7%

保 6 26% 8 35% 9 39% 0 0%

教 10 30% 18 55% 5 15% 0 0%

生 35 34% 50 49% 11 11% 6 6%

保 5 22% 11 48% 6 26% 1 4%

教 11 33% 18 55% 2 6% 2 6%

生 40 39% 47 46% 7 7% 8 8%

保 6 26% 10 43% 7 30% 0 0%

教 12 36% 17 52% 4 12% 0 0%

生 33 32% 48 47% 13 13% 8 8%

保 3 13% 12 52% 7 30% 1 4%

教 3 9% 15 45% 11 33% 4 12%

生 37 36% 50 49% 10 10% 5 5%

保 3 13% 10 43% 10 43% 0 0%

教 6 18% 16 48% 7 21% 4 12%

生 37 36% 48 47% 10 10% 7 7%

保 3 13% 10 43% 10 43% 0 0%

教 7 21% 16 48% 9 27% 1 3%

生 38 37% 46 45% 12 12% 6 6%

保 11 48% 10 43% 2 9% 0 0%

教 12 36% 20 61% 1 3% 0 0%

生 38 37% 48 47% 10 10% 6 6%

保 5 22% 15 65% 3 13% 0 0%

教 6 18% 21 64% 4 12% 2 6%

生 38 37% 47 46% 9 9% 8 8%

保 9 39% 10 43% 4 17% 0 0%

教 10 30% 18 55% 4 12% 1 3%

生 32 31% 51 50% 13 13% 6 6%

保 7 30% 11 48% 4 17% 1 4%

教 9 27% 13 39% 8 24% 3 9%

生 33 32% 50 49% 10 10% 9 9%

保 4 17% 16 70% 3 13% 0 0%

教 6 18% 19 58% 8 24% 0 0%

生 36 35% 51 50% 9 9% 6 0%

保 3 13% 17 74% 3 13% 0 0%

教 8 24% 20 61% 5 15% 0 0%

生 34 33% 50 49% 11 11% 7 7%

保 6 26% 14 61% 3 13% 0 0%

教 3 9% 18 55% 11 33% 1 3%

生 27 26% 54 53% 12 12% 9 9%

県立神崎工業高等学校　令和７年度学校評価（保護者・教職員・生徒）

回答者数内訳【保：保護者（23名），教：教職員（33名），生：生徒（102名）】

たいへん
そう思う

そう思う
あまりそう
思わない

まったく
思わない

1
学校は、「学年通信」・「学校だより」を発行するととも
に「ホームページ」を通じて、生徒や保護者に可能な限り
情報を公開している。

2
学校は、年度当初に生徒指導方針を生徒や保護者に明確に
説明し、定期的にその方針の達成状況を保護者に伝えてい
る。

3
学校は、各学期に個人面談を実施すると共に、家庭とも密
接な連絡をとっている。

4
学校は、毎学期「生活アンケート（いじめ行為含む）」を
実施し、いじめの未然防止、早期発見に努めている。

5
学校は、生徒会行事の活性を図り、生徒の自立意識を高め
ている。

6
学校は、進路指導に関する年間計画を作成し、組織的に指
導している。

7
学校は、進路講演会を開催し、生徒の職業観を高めてい
る。

8
学校は、公開授業を実施し、各学期に1回以上研究授業を
行っている。

9
学校は、授業参観や体育祭、文化祭など保護者に対して学
校を開き、学校教育活動の理解に努めている。

10
学校は、生徒の関心に応じた特色ある授業計画・授業内容
を行っている。

11
学校は、あらゆる教科・科目において既習内容の学び直し
を行うなど、基礎学力向上に向けて指導方法を工夫してい
る。

12
学校は、生徒の実態を把握して、個に応じた指導を行って
いる。

13
学校は、部活動の活性化や生徒会活動の積極的な運営を進
めている。

14
学校は、ホームページの更新やオープンハイスクール、学
校見学、学校説明会などを通して、校外に向けた魅力発信
に努めている。

15
学校は、緊急時や学校行事など必要に応じて、学校安心
メールを使った連絡をしている。



保 8 35% 12 52% 3 13% 0 0%

教 9 27% 20 61% 4 12% 0 0%

生 38 37% 45 44% 12 12% 7 7%

保 4 17% 19 83% 0 0% 0 0%

教 8 24% 16 48% 8 24% 1 3%

生 32 31% 53 52% 10 10% 7 7%

保 5 22% 18 78% 0 0% 0 0%

教 5 15% 19 58% 7 21% 2 6%

生 30 29% 56 55% 11 11% 5 5%

保 3 13% 15 65% 5 22% 0 0%

教 9 27% 22 67% 2 6% 0 0%

生 37 36% 49 48% 11 11% 5 5%

保 3 13% 16 70% 4 17% 0 0%

教 7 21% 19 58% 5 15% 2 6%

生 35 34% 52 51% 9 9% 6 6%

保 3 13% 14 61% 6 26% 0 0%

教 5 15% 19 58% 6 18% 3 9%

生 29 28% 53 52% 11 11% 9 9%

保 3 13% 15 65% 5 22% 0 0%

教 5 15% 15 45% 10 30% 3 9%

生 33 32% 52 51% 8 8% 9 9%

保 5 22% 12 52% 6 26% 0 0%

教 4 12% 20 61% 6 18% 3 9%

生 32 31% 51 50% 8 8% 11 11%

16
学校は、生徒を資格検定試験に参加させ、学習意欲の喚起
を図っている。

17
学校は、ものづくりを中心とした課題に生徒の意欲関心を
持たせる工夫をしている。

18
学校は、生徒に総合的な技術を習得させて、応用と創造の
能力を育成している。

22
学校は、生徒の身近な問題から環境への関心を高め、より
良い環境を創造するための実践力を育てている。

23
学校は、交通安全指導を強化し、自他の生命を尊重する意
識を高めている。

19
学校は、生徒の防災意識を高めるために、防災訓練など防
災教育を行っている。

20
学校は、人権教育ＨＲや生活体験発表会において、生徒相
互に尊重し合う態度を育てている。

21
学校は、生徒の情報モラルを育成し、プライバシー保護や
著作権尊重の重要性を考えさせている。


